
奥
信
濃

奥
信
濃

奥
信
濃

奥
信
濃

お
く
し
な
の

神
社
巡

神
社
巡

神
社
巡

神
社
巡
りりりり    

飯

山

市

、

中

野

市

を

中

心

と

し

た

奥

信

濃

は

菜

の

花

や

バ

ラ

の

街

と

し

て

有

名

。

 

冬

は

地

獄

谷

の

ス

ノ

ー

モ

ン

キ

ー

に

心

を

癒

さ

れ

、

野

沢

の

道

祖

神

祭

（

火

祭

り

）

で

厄

落

し

。

志

賀

高

原

、

野

沢

温

泉

な

ど

ス

キ

ー

場

も

多

く

、

温

泉

め

ぐ

り

も

お

勧

め

。

お

み

や

げ

は

野

沢

菜

と

小

布

施

の

栗

菓

子

。

温

泉

、

ス

キ

ー

、

グ

ル

メ

と

最

近

は

外

国

人

旅

行

者

に

大

人

気

。
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健

御

名

方

富

命

彦

神

別

健

御

名

方

富

命

彦

神

別

健

御

名

方

富

命

彦

神

別

健

御

名

方

富

命

彦

神

別

た

け

み

な

か

た

と

み

の

み

こ

と

ひ

こ

か

み

わ

け

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】

□□□□
県県県県
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▼

鎮

座

 

飯

山

市

大

字

豊

田

三

六

八

一 

主

祭

神

は

健

御

名

方

富

命

、

外

合

殿

神

六

柱

、

合

併

神

六

柱

、

境

内

社

八

社

。

本

殿

は

国

重

要

美

術

指

定

。

若

宮

八

幡

神

社

は

国

重

要

文

化

財

。「

五

束

太

々

神

楽

」

は

長

野

 

県

無

形

民

俗

文

化

財

。

 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

宮

司

宅

に

て

対

応 

☎

〇

二

六

九

（

六

五

）

二

三

八

八  
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小

菅

小

菅

小

菅

小

菅

こ

す

げ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ    

里

社

里

社

里

社

里

社

さ

と

し

ゃ

】】】】

□□□□
県県県県

    

▼

鎮

座

 

飯

山

市

大

字

瑞

穂

字

蓮

池 

素

盞

雄

尊

始

め

八

神

を

祀

る

。

三

年

に

一

度

、

柱

松

柴

燈

神

事

（

国

重

要

無

形

民

俗

文

化

財

）

を

斎

行

す

る

。 

  
▼

御

朱

印

対

応 

 
 

要

予
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宮

司

宅

に

て

対
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☎

〇

二

六

九

（

六

五

）

三

五

四

二 
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王王王王

お

う

日日日日
ひ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ
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▼

鎮

座

 

中

野

市

諏

訪

町

四

‐

二

〇 

御

祭

神

、

建

御

名

方

神

は

、

そ

の

昔

王

日

良

山

（

現

在

の

鴨

ケ

嶽

）

に

鎮

座

し

日

野

社

と

称

し

て

い

た

が

、

観

応

二

年

（

一

三

五

一

）

高

梨

氏

の

居

城

傍

の

現

地

に

奉

遷

さ

れ

た

。 

▼

御

朱

印

対

応 

 

事

前

押

印

を

社

務

所

で

頒

布 
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小

菅

小

菅

小

菅

小

菅

こ

す

げ

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ
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奥

社

奥

社

奥

社

奥

社

お

く

し

ゃ
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県県県県

    

▼

鎮

座

 

飯

山

市

大

字

瑞

穂

字

小

菅 

修

験

の

開

祖

、

役

小

角

が

岩

窟

内

に

祠

を

建

て

る

。

現

在

の

社

殿

は

、

室

町

中

期

に

上

杉

謙

信

公

の

再

建

と

さ

れ

、

本

殿

及

び

宮

殿

二

基

が

国

重

要

文

化

財

に

指

定

さ

れ

て

い

る

。 

▼

御

朱

印

対

応 
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宮

司

宅

に

て

対

応 

☎

〇

二

六

九

（

六

五

）

三

五

四

二  ①①①①    

【【【【

小

内

八

幡

小

内

八

幡

小

内

八

幡

小

内

八

幡

お

う

ち

は

ち

ま

ん

神

社

神

社

神

社

神

社

じ

ん

じ

ゃ

】】】】
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郷郷郷郷

    

▼

鎮

座

 

中

野

市

大

字

安

源

寺

字

石

原 
第

五

十

六

代

清

和

天

皇

貞

観

年

間

の

草

創

と

い

わ

れ

、

近

郷

八

ヶ

村

の

総

鎮

守

。

社

殿

は

永

禄

八

年

（

一

五

六

二

）

甲

越

の

兵

火

で

焼

失

し

た

が

、

寛

文

五

年

（

一

六

六

五

）

輪

橋

、

大

鳥

居

と

共

に

再

興

。 

▼

御

朱

印

対

応 

 

要

予

約

 

社

殿

側

授

与

所

並

社

務

所

兼

宮

司

宅

で

受

付 
 

☎

〇

二

六

九

（

二

六

）

三

一

八

一  


